
明治四十三年

水害写真等

「境町沿革小誌」抜粋
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七夕の大水（明治43年）の経緯
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出典：「七夕の大水-境町の明治の大洪水-」（ふるさと文庫 野本 作兵衛、渡辺 貢二 著）

８月10日午後7時塚崎地先

（ジダンボ山）（※）の堤防が

決壊

８月〇日天神堤（※）が決壊し、

水は一気に吉祥寺方向へ（多数の

家屋流出）

８月〇日蓮池に流れ込んだ水を利根

川へ戻すため、消防団により寺下

（※）の堤防を破壊

※ 寺下 現在の境大橋下流約150m付近を60cm
掘り下げ崩した。

８月〇日百戸土堤が決壊し、

水は一気に桐ケ作に流入

８月９日水海からの水は、塚崎

との境界の堤を破壊し、塚崎へ

（天神堤で境町浸水阻止）

※ 天神堤：現在の桜土堤

※ ジダンボ山：くぬぎ林

※ 新郷村立崎：現在の古河市
旧新藤村北端で、旧古河町との境界付近
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七夕の大水（明治43年）の状況
（① 新郷村立崎での堤防決壊）

出典：「七夕の大水-境町の明治の大洪水-」（ふるさと文庫 野本 作兵衛、渡辺 貢二 著）

水海からの水は、天神堤

（※）が境町への浸水を食い

止め、水は逃げどころを失っ

たため、塚崎に被害が拡大

８月〇日新郷村立崎（※）

で決壊した水は、大山沼、釈

迦沼、水海かを経て塚崎、長

井戸へ流入

※ 新郷村立崎：現在の古河市
旧新藤村北端で、旧古河町との境界付近

※ 天神堤：現在の桜土堤

被害状況
塚崎
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七夕の大水（明治43年）の状況
（② 塚崎地先ジダンボ山の堤防決壊）

出典：「七夕の大水-境町の明治の大洪水-」（ふるさと文庫 野本 作兵衛、渡辺 貢二 著）

８月10日午後7時塚

崎地先（ジダンボ山）

（※）の堤防が決壊

８月〇日天神堤（※）が

決壊し、水は一気に吉祥寺

方向へ（多数の家屋流出）

８月〇日蓮池に流れ込んだ水を

利根川へ戻すため、消防団により

寺下（※）の堤防を破壊

※ 寺下 現在の境大橋下流約150m付近
を60cm掘り下げ崩した。

８月〇日百戸土堤が決壊し、

水は一気に桐ケ作に流入

※ 天神堤：現在の桜土堤

※ ジダンボ山：くぬぎ林


